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腸チフス予防注射 に依 る接種結核症兒 童の觀察

(第1報)臨 床 的 統 計 的 所 見 …-II

(局所以外の変化,特 に胸部 レ線所見)

國立兵庫療養所(所長小川博士)

田 村 政 司

緒 言

接種結核症は今日までに少数例記載されている

が,そ れは主として局所の臨林所見あるV・は剖瞼

所見の報告で、胸部 レ線所見、喀痩中の結核菌等

を詳細に槻察したものはないようである｡

我々は腸チフス予防注射に関係 して多発した兵

庫 縣道揚國民学校の接極結核見童 を、昭和21年

10月房來定期的に胸部 レ線撮影 を行い、その健康

歌態を経過 を追つて観察する機会を得たので帆こ

こにその主要所見 を述べ るδ

WI観 察材 料並 び に方 法

兵庫縣道場國民学校の接種結核症兄重を、定期

的に胸部 レ線直接撮影及び喀疲培養、ツ・憩ルク リ

ン反鷹等を行つた｡又 対照として同校のツ〈ごルク

リン反癒陽性者及び一部陰性者の桧診並びに胸部

レ線撮影をも併せ行つた｡

胸部 レ線写虞所見は、21年10～11月 の ものは

主として結核予防会岩崎 醇士、22年1～2月 の も

のは当時療養所に在勤せ られた現國立高知療養所

富田医務課長により撮影されたものに拠つた｡

ツ〈3ルク リン反鷹(以 下 ッ反懸と略記)は天児研

究所製 日ツ心 レクリン2000倍 稀釈液 を用い、そ

の(日ccを 皮内に注射 した｡判 定は48時 闇後発
ge赤10

mm以 上 を陽・性と見徹したe

増養法に依 り喀痩中の結核槍査を行つた｡培 地

な岡、片倉の培地を使朋したが・喀疾を提璃しない

者は咽喉頭粘液を睨脂綿球で採集 して使用した｡

た｡ノ

,工 【 ツ ベ ル ク リ ン 反 磨

道 場 校 で は19年10月 に ツ反 鷹 の槍 査 を行 つ

て い るが 、20年 には行 われ て い な いc19年 の 各

学 年 の 陽性 率 は137～185%で 、全 兄童 の それ

は159%で あ る｡事 件 発 生 後 、即 ち21年 末 よ

り22年 初 の陽 性 率 は全 校 全 児 童 が38.3%で 、

学 年 別 に見 る と初 等 科3年 の7α7%が 最 高陽 性

率 で あ る(第1表 〉｡21年12月 陰性 者195名 の

中 で22年12月 に陽 性 とな つ て い た 者 は5名 で

あ り、 同校 の平 年1ケ 年 闇 の 自然 陽 轄1卒は2｡8%

で あ るの
ゆ

局所変化の起つた102名 は勿論全貞陽性で、発

赤、硬詰の短径を反賑の規準とした礎績は第2表

の如 く、21年12月 には発赤の 色調、輪蘇は明瞭

且つ硬結 も著明で、二重発赤 を認めた春10名 、 ・

水泡 を生 じた者2名 あつた｡そ の経過は硬浩が幾

分弱まる傾向はあつたが、発赤Dた さは必すしも

減弱せす、23年12月 になつて二重発赤の上に水

泡 を認めた～勃11名 あつた｡チ フスワ.r・チン注射

後2年 壌日迄には陰性軸化鯛 に は 遭 遇 していな

い｡ツ 反慮の張さと局所変化の強さ、或は胸部 レ

線所見等 との関係は認め難い○.

なお19年 ツ反鷹陽性者51名 つ中か ら局所変

化の生 じた者は3名 あわ、陰娃奢269名 中70名

に発生した｡又 女子青年学校生径3名 の中2名 は

19年 ツ反鷹陰性であつた｡局 所麦化の生 じた荷の

中27名 は19年 ツ反懸不施行轡である｡從 つて
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局所変化を生じた102名 には約1年 傘前からの興

感染3名 の外に、21年5月 の予防注射までにツ反

懸陽韓者が新たに何名かは加わつてV・てもよい訳

である｡か れ等の大部分は初感染であるが、前記

3名 の他にも何 名かの再感染例が加わつているか

も知れぬことも考えられ る¢

19年 ツ反慮陰性者269名 の中21年 には局所変｡

毒化な くして14名 の陽簿蓄があつた｡こ の2年 闇

の陽樽率52%は 、22・年1年 間の 自然 陽 輔率

28%に 略々一・致するe叉21年 の陽性者の中に

19年 ツ反磨不施行者が45名 あ甑 その中幼少より

同村に居住す る者は僅かに12名 で、他の33茗

は阪神聞及び名古屋、東都等都市よりの疎開檸入

者である｡局 所変化なき陽樽者14名 と、この幼少

よりの居佳者12名 計26名 の中で6名 は同胞で

ある｡か れ等の同一家庭より在学する同胞数 とツ

反鷹陽i生同胞数とを比較すると、同胞2名 在学 し、

2名 とも陽橡のも¢17組 中6組1戸1名 在学者

の中で2名 は父母に明 らかなる感染源あb、1名

はチ7ス ワクチン荘射2月 前に胸膜炎を発病 して

いた｡一 ・方、19年 陽性者51名 の中から21年 に 轡

は3名 の陰性韓化例をみている｡

lll胸 部 レン トゲン所見

__2_
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第3表 胸部レ線像有所見者
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局所変化を生じた者の中101名 に、21年10月

から原則として3～4ケ 月間隔で胸部 レ線直接撮

影 を行い、20名 の有所見者を発見 したC第3表)。

最:も早 く21年9月15日 には兵庫:医大石川外科

で血行播種性結核1名(症 例45)が発見 された。胸

膜炎で血像 は11名 あるが、著明な滲出液:を認めた

のは21年10月(症 例62)及 び22年8月(症 例20)

一本例は占22年 正月喀痩中結核菌培養陽性一の2

名である。小さな敏い斑点歌陰影 を5名 忙認め、こ

れはチフス ワクチン注:射後1年 前後 までに肺尖、

肺上野樗現われたが ユ名は2年 後に現れた◎早い

もの は1月 以 内 、一 般 に次 回撮 影 には 漕 失 しで い

た◎ ベ ー ル厭:の境 界 不鮮 明 な 陰 影 を 認 め た 着 の

中 、1名r症{列60)は22・ 年9月 右 中野 、こ現 われi

11月 に は消 失 し、1名(症 例18)は22年6月 左

下 野 に現 われ 、7月 に は淡 くな り、10月 には 全 く

消 失 した が 、約1年 後 の23・ 年5月 毎び 局側 の包

嚢 性 胸膜 炎 像 を示 し、24年1月 に は消 失 した 。 本

例 は22年1月 及 び12月 の2回 喀 湊 中結 核菌 を

培 養証 明 した。 他 の1名(症 例27)は24年4月

左 下野 に現 われ 、6月 に は消 失 した。24年3月 右

下 野 の境 界不 鮮 明 な陰 影 を認 めた1名(症 例11)

0
り
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は、喀疫中結核菌 を培養証明し、5月 に第2斜 位

にて右下野の培界比較的鮮明な:円形陰影 を示 し

た◇21年10月 右中野に境界比較自勺鮮:明で核 をもつ

円形陰影 を示 した1名(症 釧67)は 、23年5月 に

同一場 所に再び現われたが、その間は明らかな陰

認め難 く、23年10月 に喀疾中結核菌 を培養証明

影はした。木鋤は左肺門 リンパ腺腫脹陳を示 した

1名(旋 例2)と 同胞で、父は開放性肺結核症であ

る.な お石衣沈着像2名 一19年 ツ反慮症例53陽

性、症 鋼70陰 性一を認めた。

症例45■9歳 ♀ ツ反獲陽性

赤沈40
恥21年6月29日 切開 じ重0月 末治癒、左腋窩

リンパ腺は21年9月 には搾 指噸大に腫脹し10

月2つ 口摘出す。21年9月15日 胸部 レ線像に

血行播種性結核を発見 さる◎

症㈱2■10歳 ♂ ツ購 静

赤 沈25

21年6月25日 左上 腕 硬結 目潰 し10月 治 癒

せ るに 、更 に リンパ逆 流 位 に轄 位 硬 結 を生 じ、

22年5月 切 開 をな し、8月 治癒 、更 に 求心 位

に 硬 結 を生 じ6月 に 自演 す。 左 腋 窩 ゾンバ 腺腫

脹 は21年6月 に魚 付 き同 月下 旬1こ ソンバ腺1

個 摘 出i22年10月20日 ごろ 再 び 小 指頭 大 の

もの1個 触 知 し、11月18日 切 開 を 焚 くC21

年10月26日 右 漁性 胸膜 炎 ど)・わ れ 、101」30一

日胸 部 レ線 像 は右 側 滲 嵩液 著 明 、22年11月

18口 胸 膜 癒 着像 あ 砂、23、年4月24日 ほ とん

ど吸牧 され る もな お軽 度 の癒 着 験 を認 め る¢

症 例20■10歳 ♂ ソ反鷹 陽 性

赤沈39

21年6月 中旬左上腕の硬結に氣 付き、7月2

日切開 し22年2月 治癒す¢左腋窩 リンパ腺腫

脹を6月27日 ごろに気付き、7月7日 切開次

いで ユ0月11日 掻把摘綿し22年4月 治癒す礁

再び6月 ごろ小指頭 たの ものを触知したが漸次

縮少し.触 知し難 くなる離23年3月 末左頸部

夢ンバ腺横指頭大に腫脹 し、4月2日 切開、更:

に右頸部並びに両側鼠径部 ソンバ腺栂指頭 友に

腫脹し、右頸部及び左鼠径部軟化せるによの5

月、冶鼠径部 も12月 切開す。22年6月 末よゆ

一一4

脊柱変形に気付き、7月24日 レ線写眞にて第

9～10胸 椎カ リエスと確定以來 ギプス床に安静

にしていると、同年8月 中旬左漁性胸膜炎とな

り8月21日 胸部 レ線 像 は 左側全面滲出液著

明、9月20日 多少の癒着豫を認めたるも、12月

22日 には完全に吸牧 され.ている◎22年1月 喀

湊培養 を行い結核菌集落1個 を認めたが、以後

数度の培養は陰性であった。

症例22■10:歳 ♂ ツ反癒}ト

赤沈12

21年6月 中旬左上腕の硬結に気付 き、6月27

日切開 し9月 治癒す◎23年1月 左上腕内鰯の皮

下韓移竈撰孔を形成し5月 に治癒す。左腋窩 リ

ンパ腺 も21年6月 には腫脹し、9月 中旬には

鶏卵大に及び、同月切開次いで10月14日 栂

指頭大～蚕豆犬の もの9個 摘出し、創は7年

2月 治癒す◎同年6月24日 再び小指頭大の も

の1個 触知し摘出す。21卑10月14口 胸部 レ

線像にて看肺尖部に頭i豆大の敏い斑点歌陰影 を

認めたるも、同年30日 には浩失しあサ。喀疫

中結核菌常に陰性。

症例18■10茂 ♂ ツ反慮甚

赤 沈628 　
ち

21年6舟28日 産上腕の硬結切開 し、10月

治癒せるに、lf月 ごろより内側に碗豆大～米粒

大の皮下韓移数個触知し、22年1月M臼 栂指頭

大に腫脹し切開し、6月 に治癒す◎更に42月

12日碗立大の皮下!琶移 硬結 を摘出すC7左 腋窩 リ

ンパ腺は21年6月 より腫脹 し、9q上 旬切開

次いで10月14日 摘幽し、創は22年6月 治

癒す心21年7月 上旬ごろより左足内翻多少腫脹

し、U月18rlレ 線写眞で左第1中 足骨結 核と

確定、穿刺儂 を培養 し、結核菌 を証明す箒 ギブ
の

ス縄帯 を行い、22年2月 撰孔 を形成するも10月

末には閉鎖す。22年6月21日 胸部 レ線像で左

下肺野に鶏卵大のベーノ弓伏境界不鮮明な陰影 を

認め、7月24日 には多少残存するも10月5

日には全 く吸 散せ らる。然 るに23年5月 エ8

日左下肪野に鶏卵大の包嚢性胸膜炎像 を認めた

が、24年1月 には蒋び漕失した◇数度喀湊培養

を行い、22年1月 及び12月の2回 結核菌集落各
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1澗 を認めた。

赫証i殉11■9歳 ♀ ツr:芝懸欝

一 赤沈12

21年6月 中旬左上腕の硬結に気付き、9月2

日切開更に10月2日 切開創を切除治癒す。左

腋窩 リンパ腺は9月 中旬には鶏卵大に腫脹し、

10月2日 栂指頭大3欄 。蚕:亜大～醗豆大11個

の リンパ腺摘出。23年1月 再び小指頭大の もの

を触知し、24年4月 ・14日再摘出す。24年3

月右下野の境界不鮮明な陰影 と左胸膜炎痕跡を

認め、"5月 に第2余H立 にて右下野の境界比較的

鮮明な円形陰影を示 した◎24年4月 喀疫培養 で

結核菌集落1個 を認めたが、それ以前数度の培

養には陰性であった◎ ・

症例2■8歳 ♂ ツ反慮昔

赤沈

第1回 チフスワクチン注射 を左上腕に第2回

を右上腕に受 くG21年7月 中旬左上腕の硬結に

無縫き、11月 中旬切開 し22年1月 治癒す◎左

腋窩 リンノ腺 は21年9月 中旬小指頭 大:、22年

4月 ユ6日摘出し5月 創治癒す◎胸部 レ線儀は

21年10月30日 には著変なきも、22年11月21

。日左肺門 ソンバ腺腫脹像 と左 胸 膜 炎痕跡 を認

め、23年11月5日 には縮少を示 した。喀痩中

結核菌培養で陰性6こ の児童の父は開放珪肺結

核症であ:る。

19年 ッ反磨陰性或は不施行者で局所変化を生ぜ

すに21年 陽性 となつ翠 蔓9名 中57名 の胸部 レ

線撮影 を行い、血行播種性結核1名 一母が開放性

肺結核症一、石衣涜着像9名 、新鮮な小滲潤像3

名、胸膜炎敏5名 一幼少よりの居住9名1都 市よ

りの韓人9名 一を認めた◎

局所変化を生ぜすチフスワクチン注射前よの、,

或:は関係なきツ反磨陽性蔚70名 中68名 の胸部

レ線撮影 を行い、石衣沈着像7名 ・新鮮な小滲潤

像2名 、胸膜炎像1名 を謬めた。

ッ反懸陰性者.106名 の胸部 レ線直接撮影を行

い、ただ1名 に右下野のペール歌境界不鮮明な淡

い陰影 を認めたが、2ケ 月後の撮:影には全 く消失

していた。培養で結核菌は陰性であった◎他は全

部変化 を認めない◎

N喀 疫中結核菌培養

局所 変 化 を生 じた 奢 の 中99名 の 喀 疲 或 は 咽 喉

粘 液 を採 集 し、22年1～2月 、22年 ユ2月 ～23

年1月 、23年10月 、24年4月 の4回 結 核 、凄培

養 を行 い、陽 性 者 が5名 あ っ たG

22年1月24日 に培 養 し た 症:鯛20、22年1

月30「!の 症 鯛18、22年12月18日 の 症 例18、

23年10月22日 の症 例67、 又24年4月2日

の症 例11、 同 月26日 の症 例53よ り結 核菌 集 落

各1個 を認 め た。 症 例18、20は 更 に数 度 培 養 を.

試 み た が陰性 で 、 喀 湊 培 養 に て結 核菌 を証 明 後 、

遅 れ て胸 部 レ線 像 に異 常 陰影 を認 め た。 症 例67

は21年10月 よ り異 常 陰:影を認 め た に か 瓦わ ら

す 、前2回 の 培 養 は陰 性 で あっ た。 疲 例11は 胸

部 レ線 像 に結 核菌 を証 明 した が 、症 例53は24

年6月 ま での 胸 部 レ線 像 に は異 常 陰 影 を 認 めな

い 心

胸 部 ン線 像 有 所 見者20名 中 、上 記4名 には堪
ゆ

養で結核菌 を証明したが、著明な文化のあった症

例t.1に は培養を行う機会な く、症例62は24

年4月 初めて行ったが陰性で、弛 の14名 も毎常

陰性であった◎

V再 感染 を思 わ せ る症 鯛

局 所変 化 を生 じた102名 のψ でr19年)鷺 夏慰

が 陽 性 で あっ た者 が3名(症 例58、64r78)あ

る・ 一f

症伽78■ ■ ■11:歳 ♀1ツ 反懸 砦

赤 沈4

19年:ツ 反 照 陽 性 。 左 上 腕 の 硬 結 を21年6月

ごろ気 付 き8月27日 切 開 、次 で10月24日

切除 し一 度 治 癒 した と ころ 、再 び 痕 痕 部 に硬 結

を生 じ22・ 年7月13日 切 開 し9丹 治 癒iす轟

左 腋 窩 リンパ腺 は21年9坤 塾嘲 小指 頭 大 、10

月 に は鶏 卵 大 と な ウ波動 を触 知r同 月24 。周縁

指 頭 メ(～蚕 豆 大 の もめ5個 摘 出す 鶏 創 は223
F月 治 癒 せ る も

、6月 下 旬 再 び腫 脹 し7月 上 旬

自潰 し11月 疲 痕 治 癒 す。 胸 部 し絵 像 著 変 な

し。

症 捌64■11歳 ♀ ソ反 慮 静

諺

5
慰
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赤沈11

19年 ツ反感陽性。21年6月20日:右 上腕の

硬結に気付 き、同月29日 切開 し11月 に治癒

す。右腋窩 リンパ腺は21年10月26日 蚕豆

大 に触知し・22年1月 より12月 の闇は確豆大

に縮少していたが、23年3月 再び鶏卵友に腫脹

し切開す。4月18日 には綴痕治癒 し、更に蚕

豆大の もの1個 を燭類す◎胸部 レ線 像 著変な

し。 、

胸部 レ線像に右下肺野の石炭沈着像 を認め、局

所変化 を生 じた1名 ギ症例7Φ がある登

症{列70■ 孚11歳♀ ツ反慮昔

赤沈7
詩

19年 ツ反 鷹 陰性 。21年9月2日 左 上 腕 の 硬

結 に気 付 き、 岡R切 開 し10月 治 癒 す。 左腋 窩

リンパ 腺 は21年 曾月 中旬 指 頭/Lで 、10月24

日摘 出 す◎ 更 に12月 小 指 頭 大 の もの1個 触 知 .

せ る も230γ の レ線 照 射 にて 触 知 し難 くな る。

胸部 レ線 像 右 横隔 膜 に近 く、 小 豆 大 の 石 友 沈着

疎 を認 め、 喀庚 申結 核 菌 培 養 に て 陰性 。

ズ 、第2報 に述 べ る よ うに、 病理 組 織学 上 再 感

染 型 と見倣 すべ き ン ンバ腺 所見 を示 す ものが2名

(症 例15r72)あ る。 ㍉

症例15■9歳 ♂ ツ反感

赤 沈4

19年 ツ反 慮 陰 性 。21年11月 初 左 上 腕 の 硬

結 に気 付 き・、22年3月 に は髄 豆大 、6月 には 鶏

卵 大 に腫 脹 し多 少 発 赤 波動 あ り、 同 月28日 切

開 排 膿 し7月 末 治 癒 す。7月 中 旬 に は碗 亜 大 の

軸移 硬 結 を触 知 し、8月2日 摘 出す 。 更 に リン

パ 逆 流 位 の 小 硬結 並 に 求心 部 の扮 指 頭 大 硬 結 を

9月16日 摘 幽 す るに 、病 理 組 織 学 上 脇結 核 な

C左 腋 窩 リンパ 腺 は21年12月12目 頭i豆

大 に触 知 し、22年1丹14日 指頭 大 以 下3個 摘

出 せ る も、再 び41315日 に左 右画 趣lll鴇 よ り蚕

豆:大の もの 各・1側 を摘 出すC21・ 年10月30日
メ

胸部 レ線写眞に転変の左胸膜炎陳を認むるも、

.12月13口 には全 く吸牧 され、喀湊中結核-菌培

養にて陰性◎

翻72■12歳 ♂ 坂 齢

赤沈17

、 拶

19年 ツ反慮不明。21年10月 初左上腕の硬

結 こ気付 き小指頭大に及ぶ。左腋窩 リンパ腺は

11月 には触知し難 く。22F・年1月20日i蚕 豆・た

の もの1個 触知し、2月 垂目上腕並びに腋窩 よ

り小指頭大の もの各1個 を摘餌。これ より先10

月7日 に左上及び下鎖骨窩 リンパ腺の摘出切開

を行い、22年1月 治癒す。胸部 レ線耳翼に著変

を認 めす。

以上の6例 は19年 ツ反慮陽性奢、あるいは胸 懸

部 レ線像上及び リンパ腺の病理組織綾上より再感

染 を疑わせる例であるが、いすれの例に もKoch

氏現象に当る急性皮嚇潰瘍 を認φす して、全例に

所属 リンパ腺腫脹 を触知した。i

VI骨 関節結 核 症

局所変化を生じ左書の大部分は所属 リンパ腺腫

脹に留まったが、 レ線耳翼上胸部に変化 を認めた

者が20名 あ り、更に骨関節に病変 を発見 した者
の 　

が3名 ある◎21年7月 ごろ左第1中 足骨結核一一結

核菌培養陽性一(症 例18)、22年6月 末ごろ脊柱
ゆ

変形に氣付いた第9～10胸 椎カリエス(産 綱20)、

22年9月 ごろよの前頭部腫脹し後に痩孔 を形成し

た頭蓋骨結核 藤(症鋼97)の3名 で、前2者 は共に

21年10月 に腋窩 リンパ腺 を摘出し、胸部 レ線寄

貫に変化を認め、父1～2回 喀rで 結核菌 を

証明したが、後者は腋窩 リンギ腺碗豆大で摘出せ

す、又胸部に変 化な く喀疾中結咳菌 を認めない。

醐97■13♂ ツ反齢 。

赤沈13

21年8月15日 ごろ左上腕ゐ硬結触知 し、9

月2日 及び10月9日2ケ 所 を切開、次:V・で11

月27日 切除縫合す◎更に22年2月4日 栂指

頭大の皮下梅移を摘β1、再び6月4nに は碗立

大皮下硬結 を触知せるも、23年4霜 月には触知

し難し◎左:腋窩 リンパ腺は21年9月11日 碗

豆大、11月22日 には蚕豆大に触知 したが、22

年1月 以後は再び碗豆大 となる。22年9月 中旬

ごろより前頭部無痛性に腫脹 し、次V・で痩孔を

形威 した。23年4月 に妹前頭部中央上部はクル

ミ大に相々隆起 して小 さな痩孔あ り、触診する

に周縁部の骨は肥厚 し、中央は軽度の波動触知

一一 一・6一 一 一
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す｡村 田氏反慮陰性、穿刺液の培養で結核菌 を

証明せざるも、4月22日 レ線撮影 を行い前頭

骨結 該と確定す｡胸 部 レ線写眞は毎常変化を認

めす、喀疲中結核菌培養にて陰性｡

総 括

接麺結核症見童102名 は全員ツ反鷹陽性で、発

赤、硬結共に著明であ り、二重発赤、水泡 を生 じ

ft者 もある｡チ フ スワクチン注射後2年 半 目迄に

は陰性韓化例には遭遇していない｡

胸部 レ線像で異常所見 を認めた者は20名 あつ

たが、肺柄 の小陰影は比較的速に消失 し、著明な

自覚症状の現われたのは、血行播種性結核の1名

と、著明な滲li{性胸膜炎の2名 で、中1名 は22年

6月 胸惟カ リエス次で8月 左胸膜炎 を合併した｡

境界比較的鮮明な円形陰 影 を示 した者が2名 あ

鉱 叉1名 に肺門 リンハ腺腫脹陳を認めた｡21年

6月 ごろ第1中 足骨結核を発病 した1名 は、22年

6月 左下野にベール厭滲潤を示 したが闇 もなく消

失 し、再び23年5月 左包嚢性胸膜炎像を呈 した

が、24年1月 には再び沿失した｡な お頭蓋骨結核

1名 、左上腕筋結核1名 が観察された｡

喀痩培養にて結核菌集落各1個 を認めた者が5

名あるが・繰返 し培養する中に1～2回 立証 し得

たにすぎぬ◎中2名 は結核菌を証明後、遅れて胸

部 レ線像に異常陰影 を認め、1名 ぱ異常陰影 を認

めない｡

局所変化を生 じた者 の大 部 分は初感染である

が、再感染 を思わせる者が6名 ある｡然 しいすれ

もKoch氏 現象に当る急性潰瘍 を認めすして、所

属 リンパ腺腫脹を触知した｡

21年11月 韓校後漕息不明の1名 、又小指頭大

の リンパ腺1個 摘出後高熱を発し一臓膜炎症歌な

しに一一3日 目に死亡 した1名 があるが、1～2名 を

除いて他は現在元氣に勉学にV・そしんでお り、明

らかなる結核死は1名 もない｡

欄筆 に当 り御校閲を賜つ た京大青椀教授,絡 始御指

導 を賜つ た小川所長1京 大佐川助教授,御 教示 を賜 つ

た結 浅 弄防会岩崎博士,京 大近 藤教授,植 田教授,天

野助教授,お よび御協力を賜 つた現國 立高知療養所 窩

田医務課長,國 立兵瞳療養所今井,佐 藤瞳新両医務課

長並に医局員諸氏に深謝す るeな お本 頚察 に種 々御便

宜 をお與え くだ さつ た道場小学校 当局,重 要な資料 を

頂 いた結核予防会,兵 庫医大石1日外科,國 立療養 所脊i

霞園 の方 々,道 場村練山・近 篠両医師 に対 して も深甚

の謝意 を表す る｡

〔本研究に対 しては文 部省科学｡研 究費の補助 を受け

た｡附 記 して謝 意を炎する(小川吾七郎)¢〕

結核菌培養に於 ける資材節約 に関すろ研究

(第匹報)鶏 卵 培地 の保存 に就 いて

財團法人結核予防会結核研究所(所 長 隈部英雄)

小 川 辰 次

1緒 論

鶏卵培地は製造 したら、なるべ く早 く使用する

のが最 も理想的であ る こ とは、周知の`1僕であ

る｡し かし培地は使用の度毎に、小数宛製造する

のは、種々の点で不経済である｡随 つて通常は、

一度に沢山の培地 を作 ウ、保存して、必要に磨じ

て使用する｡こ の場合、保存した培地を、製造直

後の ものと同様に、其の増地の能 率 を長 く維持

し、無駄なく使用する事は、消極的ではあるが、

資材蔀約の意味では決 して軽硯出來ない問題であ

る◇
き

而 もこのことに就いては、今迄余 砂研究されて

いないようである｡そ して我 々は、鶏卵培地の保

存は、チフス菌や赤痢菌、等の分離培養に使用す

る培地 と同様、普通綿栓のものを、其の儘、氷室、或

7




